
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

調査研究については計画どおり実施することができた。現在の図書館の課題を解決する手法としてはＩＣタグ
の活用が最も効果的であるが、導入コストが巨額であり、業務効率化による経費削減効果額を大きく上回る
ため、全図書館に一斉に導入することは難しいことが明らかになった。

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

令和６年度のみで事業は終了

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

調査研究については計画どおり実施することができた。現在の図書館の課題を解決する手法としてはＩＣタグ
の活用が最も効果的であるが、導入コストが巨額であり、業務効率化による経費削減効果額を大きく上回る
ため、全図書館に一斉に導入することは難しいことが明らかになった。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

調査の準備 実施 実施

↓

アウトカム
成果指標1

図書館ＤＸに係る調査検討 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

調査の準備 実施 実施

人工

指標

アウトプット
活動指標1

図書館ＤＸに係る調査検討 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

2 人工

令和7年度予算額 0 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0

正規職員業務量 2 人工

令和6年度決算額 8,998 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 2 人工

令和6年度予算額 9,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

ＤＸの具体的な事業化にむけた経費や費用対効果の検証

他都市の状況

【政令指定都市２０都市の状況】
・ＩＣタグ導入　　：１３都市で導入（うち７都市は全館で導入）
・自動貸出機導入　：１１都市で導入　　・自動返却機導入　：６都市で導入
・セルフ予約受取棚：３都市で導入　　・Ｗｉ－Ｆｉ環境設置　：１９都市で導入

市民参加の実施

令和5年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 誰もが生涯にわたって学び、また、学び直しをすることができ、そ

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　現在の図書館業務は、図書の貸出・返却等のカウンター業務のほか、蔵書一斉点検等の定型的業務中心となっており、職
員、特に図書情報専門員がイベント・展示の計画や実施、レファレンス等の専門的業務に費やす時間が限られているのが現状
であり、ＤＸの実現により以下の効果を見込んでいる。
・定型的業務の削減を図り、専門的業務に注力する環境を整えることで、サービス向上を図るとともに、人員配置の見直しが可
能になる。
・利便性向上による来館者の増加や図書館の価値・魅力を高めることで、民間活力導入を推進する。

事業内容
（何を実施し）

業務委託により、図書館ＤＸにかかる調査研究を実施。
・利便性向上や業務効率化に資するＩＣＴ技術の調査、事業者ヒアリング
・他都市事例調査
・定型業務にかかる職員アンケートの実施
・ＩＣタグを活用した図書館ＤＸにかかる経費、導入スケジュール
・ＤＸにより得られる効果、費用対効果の検証

事業名 図書館ＤＸ検討事業費

評価担当課 所   属 教）中央図書館　運営企画課 電話番号 011-512-7330

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70254


